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第 18 回認定血液検査技師試験の受験資格の、「2.申請時において、2 年以上日本検査血液

学会の会員であること」についてのお問い合わせについて、このたびの「規則」変更の主旨をふま

えて回答致します。 

認定血液検査技師制度は、本年度より骨髄検査技師制度が協議会方式に移行するにあた

り 、「規則」が変更になりました。それに伴い受験資格も一部改正されました。 

認定血液検査技師は高度な専門性を有する資格であります。試験発足第 1 回から第 12 回ま

での合格率は概ね 60～70％台で推移してきましたが、第 13 回以降の合格率は 40～50％にとど

まっています。受験申込者の増加、とくに経験年数の浅い受験者の増加に伴い、必然的に合格率

が低迷しているのが実情です。 

認定血液検査技師本来の資質を維持するに あたっては日々の研鑽が必要で、また専門学会

で知識や技術の情報を獲得しておくことが不可欠です。従って今回から、「2 年以上の学会会員で

あること」を求めることにしました。なお、「2 年以上」とは、申請時に 2 回以上会費を納めているこ

と、すなわち一定期間にわたり本学会会員であることを意味します。 

日本臨床検査同学院が実施されます二級臨床検査士資格認定試験との層別化を図るために

一定の難易度が求められますが、それに伴う昨今の認定血液検査技師試験の合格率低迷を憂

慮しております。 

以上の状況をご賢察願います。そして、本来は日本検査血液学会会員としての経験・実績をも

う少し積んでいただき、十分な準備をした上で、合格を期して本認定試験に臨んでいただきたいと

強く願います。 
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